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拠

点
誘

導
施

設

土
地

区
画

整
理

事
業

市
街

地
再

開
発

事
業

住
宅

街
区

整
備

事
業

地
区

再
開

発
事

業

バ
リ

ア
フ

リ
ー

環
境

整
備

促
進

事
業

優
良

建
築

物
等

整
備

事
業

拠
点

開
発

型

沿
道

等
整

備
型

密
集

住
宅

市
街

地
整

備
型

耐
震

改
修

促
進

型

街
な

み
環

境
整

備
事

業

住
宅

地
区

改
良

事
業

等

都
心

共
同

住
宅

供
給

事
業

公
営

住
宅

等
整

備

都
市

再
生

住
宅

等
整

備

防
災

街
区

整
備

事
業

計
9
6
5

4
0

6
1
0

2
7
0

4
5

0

提
案

事
業

交
付

対
象

平
成

2
7
年

度
平

成
2
8
年

度
平

成
2
9
年

度
平

成
3
0
年

度
平

成
3
1
年

度

事
業

費

町
2
0

2
0

町
8

8

町
2

2

町
2

2

計
3
2

1
0

2
0

0
0

2

合
計

9
9
7

5
0

6
3
0

2
7
0

4
5

2

累
計

進
捗

率
　

（
％

）
5
.0

%
6
8
.2

%
9
5
.3

%
9
9
.8

%
1
0
0
.0

%

事
業

事
業

箇
所

名
事

業
主

体
細

項
目

矢
吹

公
園

耐
震

性
貯

水
槽

・
防

災
倉

庫

地
域

交
流

セ
ン

タ
ー

子
育

て
支

援
セ

ン
タ

ー

住
宅

市
街

地
総

合
整

備
事

業

事
業

事
業

箇
所

名
事

業
主

体
細

項
目

地
域

創
造

支
援

事
業

大
正

ロ
マ

ン
の

館
改

修
事

業
大

正
ロ

マ
ン

の
館

事
業

活
用

調
査

矢
吹

駅
周

辺
地

区
景

観
計

画
等

策
定

事
業

計
画

区
域

全
域

事
業

効
果

分
析

計
画

区
域

全
域

ま
ち

づ
く
り

活
動

推
進

事
業

ま
ち

づ
く
り

活
動

支
援

事
業

計
画

区
域

全
域



事
業

活
用

調
査

 ・
 ま

ち
づ

く
り

活
動

推
進

事
業

 ・
 地

域
創

造
支

援
事

業
（
単

位
：
百

万
円

）

開
始

年
度

完
了

年
度

う
ち

調
査

費
う

ち
用

地
費

う
ち

整
備

費
う

ち
購

入
費

〇
地

域
創

造
支

援
事

業
大

正
ロ

マ
ン

の
館

改
修

事
業

町
の

シ
ン

ボ
ル

で
も

あ
る

洋
館

「
大

正
ロ

マ
ン

の
館

」
を

、
様

々
な

ま
ち

づ
く
り

活
動

に
も

活
用

で
き

る
施

設
と

し
て

改
修

す
る

。
町

3
0
0
㎡

Ｈ
2
8

H
2
8

2
0

2
.5

1
7
.5

医
院

と
し

て
使

わ
れ

て
い

た
建

物
を

、
町

民
が

気
軽

に
立

ち
寄

れ
る

憩
い

の
場

と
し

て
、

現
在

の
建

築
基

準
に

見
合

っ
た

構
造

に
改

修
す

る
。

〇
事

業
活

用
調

査
矢

吹
駅

周
辺

地
区

景
観

計
画

等
策

定
事

業

本
計

画
に

位
置

付
け

た
事

業
あ

る
い

は
関

連
事

業
に

基
づ

き
整

備
さ

れ
る

各
種

施
設

の
整

備
状

況
な

ど
を

踏
ま

え
て

、
奥

州
街

道
沿

道
の

新
規

施
設

等
と

調
和

し
た

美
し

い
街

並
み

形
成

に
向

け
た

地
権

者
等

の
主

体
的

な
取

り
組

み
を

促
す

た
め

の
建

築
物

等
の

デ
ザ

イ
ン

指
針

や
、

各
種

既
存

公
共

施
設

の
活

用
な

ど
に

よ
る

都
市

機
能

の
充

実
な

ど
、

住
民

・
事

業
者

と
の

協
働

で
進

め
る

本
町

の
中

心
地

区
に

ふ
さ

わ
し

い
ま

ち
と

し
て

い
く
た

め
の

計
画

を
検

討
す

る
。

町
計

画
区

域
H

2
7

H
3
1

8
8

計
画

策
定

費
用

〇
事

業
活

用
調

査
事

業
効

果
分

析
各

事
業

を
円

滑
に

進
め

、
目

標
の

達
成

に
向

か
っ

て
確

実
な

効
果

を
上

げ
る

為
、

事
業

効
果

分
析

を
行

う
。

町
計

画
区

域
H

3
1

H
3
1

2
2

最
終

年
度

に
お

け
る

事
後

評
価

の
調

査
費

〇
ま

ち
づ

く
り

活
用

推
進

事
業

（
啓

発
・
研

修
活

動
）

ま
ち

づ
く
り

活
動

支
援

事
業

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

通
じ

て
、

住
民

が
主

体
と

な
っ

と
取

り
組

む
地

区
の

景
観

づ
く
り

な
ど

に
関

す
る

検
討

に
対

し
て

支
援

を
行

な
う

。

町
計

画
区

域
H

2
7

H
2
7

2
2

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
開

催
や

そ
の

結
果

の
ま

と
め

等
調

査
費

そ
の

他
事

業
費

の
主

な
使

途
概

要
事

業
名

交
付

期
間

内
事

業
費

事
業

概
要

事
業

主
体

規
模

交
付

期
間

内
事

業
期

間



公
園

（
都

市
公

園
補

助
事

業
採

択
要

件
外

）
公

園
（
都

市
公

園
補

助
事

業
採

択
要

件
外

）
公

園
（
都

市
公

園
補

助
事

業
採

択
要

件
外

）
公

園
（
都

市
公

園
補

助
事

業
採

択
要

件
外

）

交
付

期
間

内
事

業
費

内
訳

公
園

等
名

（
*
1
）

種
別

等
（
*
2
）

事
業

主
体

（
*
3
）

概
要

（
面

積
(㎡

)等
）

交
付

期
間

内
設

計
費

用
地

費
施

設
整

備
費

備
考

（
*
5
）

（
*
4
）

事
業

費
（
百

万
円

）
（
百

万
円

）
（
百

万
円

）
（
百

万
円

）

矢
吹

公
園

近
隣

公
園

町
4
,1

0
0
㎡

2
4
2

2
5

1
5
0

6
7

園
路

、
植

栽
等

買
収

4
,1

0
0
㎡

*
2
9
千

円
＝

1
1
9
,0

0
0
千

円

用
地

費
＝

買
収

費
+
補

償
費

合
計

－
－

－
2
4
2

2
5

1
5
0

6
7

－

*
1
　

公
園

等
名

ご
と

に
１

行
ず

つ
記

入
。

足
り

な
い

場
合

は
、

適
宜

行
を

追
加

す
る

こ
と

。

*
2
　

「
種

別
等

」
欄

に
は

、
都

市
公

園
の

種
別

で
あ

る
「
街

区
公

園
」
、

「
近

隣
公

園
」
、

「
地

区
公

園
」
、

「
特

定
地

区
公

園
」
、

「
総

合
公

園
」
、

「
運

動
公

園
」
、

「
動

植
物

公
園

」
、

「
歴

史
公

園
」
、

「
広

域
公

園
」
、

「
レ

ク
リ
エ

ー
シ

ョ
ン

都
市

」
、

 
「
風

致
公

園
」
、

「
墓

園
」
、

「
緩

衝
緑

地
」
、

「
都

市
緑

地
」
、

「
緑

道
」
の

い
ず

れ
か

を
記

入
。

 
都

市
公

園
で

な
い

場
合

は
「
無

」
を

記
入

し
、

「
概

要
（
面

積
等

）
」
欄

に
制

度
上

の
位

置
付

け
（
条

例
設

置
公

園
等

）
を

簡
潔

に
記

載
。

*
3
　

「
事

業
主

体
」
欄

に
は

、
事

業
の

施
行

者
を

記
入

。
（
間

接
交

付
の

場
合

は
、

交
付

金
事

業
者

で
は

な
く

、
「
第

三
セ

ク
タ

ー
」
等

の
施

行
者

を
記

入
。

）

*
4
　

「
概

要
（
面

積
(㎡

)等
）
」
欄

に
は

、
都

市
公

園
で

な
い

場
合

に
公

園
と

し
て

の
制

度
上

の
位

置
づ

け
を

記
入

す
る

他
、

計
画

面
積

（
単

位
：
㎡

）
等

を
記

入
す

る
こ

と
。

*
5
　

「
備

考
」
欄

に
は

整
備

す
る

主
な

施
設

（
園

路
、

植
栽

、
あ

ず
ま

や
、

体
験

学
習

施
設

等
）
を

簡
潔

に
記

載
。

*
6
　

青
色

で
着

色
し

て
あ

る
セ

ル
は

自
動

計
算

さ
れ

る
の

で
入

力
し

な
い

こ
と

。



■
公

園
〇

矢
吹

公
園

整
備

事
業

整
備

イ
メ

ー
ジ

 
本

地
区

の
ほ

ぼ
中

央
に

あ
る

矢
吹

神
社

の
参

道
部

分
を

公
園

と
し

て
整

備
す

る
。

 
貴

重
な

緑
を

保
全

す
る

と
と

も
に

、
本

地
区

の
魅

力
と

な
る

矢
吹

神
社

を
は

じ
め

と
し

た
歴

史
を

感
じ

る
こ

と
が

で
き

、
災

害
時

に
は

町
民

の
避

難
場

所
等

と
し

て
も

機
能

す
る

よ
う

配
慮

し
て

整
備

す
る

。
 

矢
吹

公
園

整
備

事
業

（
公

園
）



地
域

生
活

基
盤

施
設

■
地

域
防

災
施

設
（
単

位
：
百

万
円

）

開
始

年
度

完
了

年
度

う
ち

設
計

費
う

ち
用

地
費

う
ち

整
備

費
う

ち
購

入
費

耐
震

性
貯

水
槽

・
防

災
倉

庫
町

耐
震

性
貯

水
槽

4
0
m

3
防

災
倉

庫
3
0
m

2
H

2
9

H
2
9

1
3

1
3

耐
震

性
貯

水
槽

・
防

災
倉

庫

施
設

名
事

業
主

体
概

要
（
床

面
積

、
規

模
等

）
交

付
期

間
内

事
業

期
間

交
付

期
間

内
事

業
費

備
考

（
施

設
の

内
容

等
）



■
地

域
生

活
基

盤
施

設
〇

耐
震

性
貯

水
槽

等
整

備
事

業
整

備
イ

メ
ー

ジ
 

東
日

本
大

震
災

で
大

き
な

被
害

を
受

け
た

本
地

区
の

防
災

性
を

向
上

す
る

た
め

、
本

地
区

の
ほ

ぼ
中

央
に

本
計

画
に

基
づ

き
整

備
す

る
矢

吹
公

園
内

に
耐

震
性

貯
水

槽
と

防
災

倉
庫

を
整

備
す

る
。

 
矢

吹
公

園
内

に
整

備
す

る
こ

と
で

、
避

難
場

所
等

と
し

て
の

活
用

が
想

定
さ

れ
る

同
公

園
及

び
隣

接
地

に
建

設
予

定
の

公
共

施
設

と
の

連
携

に
よ

る
被

災
者

対
応

な
ど

に
あ

た
る

こ
と

が
可

能
と

な
る

。
 

耐
震

性
貯

水
槽

等
整

備
事

業

（
地

域
生

活
基

盤
施

設
）



高
次

都
市

施
設

■
地

域
交

流
セ

ン
タ

ー
、

観
光

交
流

セ
ン

タ
ー

、
ま

ち
お

こ
し

セ
ン

タ
ー

、
子

育
て

世
代

活
動

支
援

セ
ン

タ
ー

、
複

合
交

通
セ

ン
タ

ー
（
単

位
：
百

万
円

）

開
始

年
度

完
了

年
度

う
ち

設
計

費
う

ち
用

地
費

う
ち

整
備

費
う

ち
購

入
費

地
域

交
流

セ
ン

タ
ー

町
A

=
1
,1

8
0
㎡

H
2
7

H
2
9

5
9
6
.4

2
8
.6

3
3
.6

5
3
4
.2

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ス
ペ

ー
ス

、
公

民
館

機
能

な
ど

子
育

て
支

援
セ

ン
タ

ー
町

A
=
2
2
0
㎡

H
2
7

H
2
9

1
1
3
.6

5
.4

6
.4

1
0
1
.8

子
育

て
に

関
す

る
相

談
、

対
応

交
付

期
間

内
事

業
期

間
交

付
期

間
内

事
業

費
備

考
（
施

設
の

内
容

等
）

施
設

名
事

業
主

体
概

要
（
床

面
積

、
規

模
等

）



■
高

次
都

市
施

設
〇

地
域

交
流

セ
ン

タ
ー

整
備

事
業

整
備

イ
メ

ー
ジ

概
要

概
要

概
要

概
要

石
川

道
沿

い
に

あ
る

中
央

公
民

館
（
昭

和
4
7
年

建
設

）
の

老
朽

化
が

激
し

く
、

ま
た

、
町

役
場

か
ら

も
奥

州
街

道
沿

い
の

中
心

市
街

か
ら

も
離

れ
て

い
る

た
め

、
他

施
設

と
の

連
携

に
も

難
が

あ
り

ま
す

。
こ

の
点

を
考

慮
し

て
、

地
域

交
流

セ
ン

タ
ー

と
子

育
て

支
援

セ
ン

タ
ー

を
中

心
市

街
の

「
マ

グ
ネ

ッ
ト

施
設

」
と

し
て

整
備

し
、

「
歩

い
て

楽
し

い
矢

吹
の

ま
ち

」
を

実
現

し
つ

つ
、

中
心

市
街

に
お

け
る

「
ま

ち
な

か
居

住
」
の

促
進

を
図

り
ま

す
。

ま
た

、
施

設
整

備
に

あ
た

っ
て

は
バ

リ
ア

フ
リ

ー
化

に
最

大
限

の
配

慮
を

行
い

、
今

後
の

高
齢

化
社

会
へ

の
対

応
を

行
い

ま
す

。
平

面
計

画
平

面
計

画
平

面
計

画
平

面
計

画
交

流
セ

ン
タ

ー
の

シ
ン

ボ
ル

と
な

る
大

ホ
ー

ル
を

木
造

大
架

構
に

て
実

現
し

、
奥

州
街

道
か

ら
ダ

イ
レ

ク
ト

に
入

る
こ

と
の

で
き

る
エ

ン
ト

ラ
ン

ス
を

設
け

ま
す

。
大

ホ
ー

ル
と

事
務

室
の

間
に

は
テ

ラ
ス

を
設

け
、

演
者

の
待

機
場

所
、

ち
ょ

っ
と

し
た

レ
セ

プ
シ

ョ
ン

パ
ー

テ
ィ

な
ど

が
お

こ
な

え
る

よ
う

に
し

ま
す

。
　

　
　

　
　

　
ギ

ャ
ラ

リ
ー

及
び

展
示

室
エ

ン
ト

ラ
ン

ス
は

周
囲

の
伝

統
的

な
町

割
り

を
考

慮
し

、
敷

地
の

奥
深

く
ま

で
分

け
入

っ
て

い
く
よ

う
な

印
象

的
な

エ
ン

ト
ラ

ン
ス

ホ
ー

ル
と

し
ま

す
。

エ
ン

ト
ラ

ン
ス

ホ
ー

ル
は

ガ
ラ

ス
屋

根
を

持
つ

吹
抜

け
と

し
て

、
2
階

の
展

示
室

と
の

一
体

感
が

得
ら

れ
る

よ
う

計
画

し
ま

す
。

展
示

室
は

安
定

し
た

光
が

え
ら

れ
る

「
北

側
採

光
」
を

行
う

た
め

、
建

物
の

北
側

に
配

置
し

ま
す

。
　

　
　

　
　

子
育

て
支

援
セ

ン
タ

ー
は

建
物

の
最

深
部

に
配

置
し

て
、

展
示

室
群

・
大

ホ
ー

ル
の

動
線

と
分

け
た

エ
ン

ト
ラ

ン
ス

を
設

け
ま

す
。

こ
れ

に
よ

り
、

2
つ

の
機

能
を

持
つ

建
物

の
運

用
の

便
宜

を
図

り
ま

す
。

事
務

室
は

交
流

セ
ン

タ
ー

機
能

と
子

育
て

支
援

セ
ン

タ
ー

の
中

間
に

配
置

し
、

そ
れ

ぞ
れ

の
運

営
に

機
能

的
に

対
応

で
き

る
よ

う
に

し
ま

す
。

勝
手

口
を

テ
ラ

ス
に

設
け

、

子
育

て
支

援
セ

ン

タ
ー
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3
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1
0
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合
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5
9
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1
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合
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地
域

交
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セ
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タ
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分

1
1
7
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㎡
 

1
階

共
用

部
分

（
事

務
室

・
ホ

ー
ル

・
ト

イ
レ

）

子
育

て
支

援
セ

ン
タ

ー
部

分

ぞ
れ

の
運

営
に

機
能

的
に

対
応

で
き

る
よ

う
に

し
ま

す
。

勝
手

口
を

テ
ラ

ス
に

設
け

、
機

能
性

の
向

上
を

図
り

ま
す

。

面
積

・
１

階
：
9
5
0
㎡

・
２

階
：
4
5
0
㎡

合
計

1
,4
0
0
㎡

構
造

R
C
２

階
建
+
集

成
材

に
よ

る
大

架
構

屋
根

外
構

駐
車

場
１

２
台

奥
州

街
道

沿
い

の
景

観
計

画

ラ
イ

ト
ア

ッ
プ

地
域

交
流

セ
ン

タ
ー

部
分



■
高

次
都

市
施

設
〇

子
育

て
支

援
セ

ン
タ

ー
整

備
事

業

整
備

イ
メ

ー
ジ

 
本

地
区

は
、

本
町

の
中

心
市

街
地

で
あ

り
な

が
ら

、
東

日
本

大
震

災
で

大
き

な
被

害
を

受
け

、
そ

の
復

旧
・
活

性
化

が
急

務
と

な
っ

て
い

る
。

ま
た

、
本

町
が

目
指

す
コ

ン
パ

ク
ト

な
ま

ち
づ

く
り

に
お

い
て

、
本

地
区

は
多

様
な

都
市

機
能

の
集

約
が

求
め

ら
れ

て
い

る
。

 
そ

の
た

め
、

本
地

区
の

活
性

化
、

中
心

商
店

街
等

の
良

好
な

街
並

み
形

成
な

ど
を

目
指

し
、

本
地

区
の

ほ
ぼ

中
心

で
あ

り
、

町
の

玄
関

で
あ

る
Ｊ

Ｒ
矢

吹
駅

前
に

あ
た

る
場

所
に

、
町

の
シ

ン
ボ

ル
と

な
り

、
多

く
の

人
を

呼
ぶ

こ
と

が
で

き
る

地
域

交
流

セ
ン

タ
ー

を
整

備
す

る
。

 
こ

の
地

域
交

流
セ

ン
タ

ー
内

に
、

子
育

て
支

援
セ

ン
タ

ー
を

整
備

す
る

。
人

口
減

少
が

続
き

少
子

化
へ

の
対

応
が

急
務

と
な

っ
て

い
る

本
町

に
お

い
て

子
育

て
支

援
セ

ン
タ

ー
の

整
備

は
重

要
で

あ
る

。
ま

た
、

上
記

の
よ

う
な

役
割

が
期

待
さ

れ
る

地
域

交
流

セ
ン

タ
ー

内
で

の
整

備
は

、
利

便
性

が
高

く
、

多
く
の

利
用

も
見

込
ま

れ
る

た
め

、
よ

り
高

い
効

果
を

得
る

こ
と

が
で

き
る

と
想

定
さ

れ
る

。
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1
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百
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円
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円
5
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百
万
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用
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補
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4
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百
万
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3
3
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百
万

円
6
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百
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施
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整
備
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6
3
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5
3
4
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百
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円
1
0
1
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百
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円

合
計

7
1
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円
5
9
6
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百
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円
1
1
3
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百
万

円

1
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部
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（
事

務
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・
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・
ト
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合
計

事 業 費

地
域

交
流
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ン

タ
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部
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1
1
7
9
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子
育
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0
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に
よ

る
大

架
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駐
車

場
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２
台

奥
州

街
道
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い

の
景

観
計
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ラ
イ
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ア
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センター施設必要性（新規整備）センター施設必要性（新規整備）センター施設必要性（新規整備）センター施設必要性（新規整備） 様式5様式5様式5様式5

事業の熟度 建設 ○ 購入

支援対象

維持管理費（人件
費含む）

都道府県 福島県 市町村 矢吹町

事業期間 H28～H31

センター施設の名称 地域交流センター

事業費（百万円）

地区名 矢吹駅周辺地区

年度計画(百万円) H27：34（用地補償）、H28：420（設計、建設）、H29：142（建設）

延べ床面積（㎡）

公共施設等総合管
理計画の策定

H27.12予定

概略設計済

センター施設の概
要

本町のシンボルとなり、地域住民と買い物客、災害復興公営住宅に居住する新住
民などの交流の場としても機能する地域交流センター
構成要素：集会室等交流機能

1,180596.0

25,200千円/年

年間　　　　　　18,000　人

 立地場所が良くなり、機能も充実することで少なくとも現在の中央公民館よりは多くの利用があるもの
と見込まれる。
 その上で、子育て交流センター等を開放することで、多世代の地域住民や買い物客などの交流・休憩
の場となるほか、現在は駅舎内で待っている多くの高校生などの利用も想定される。

必要性等

本地区は、古くから中心市街地として、本町の顔となり、町の発展を牽引してきた地区である。しかし、
近年は社会経済情勢の変化などから、まちの活気や賑わいが停滞していたところに、東日本大震災で
大きな被害を受け、現在は中心商店街にも多くの空地が残っている状態である。
 これに対して都市ＭＰなどでは、本地区の多様な都市機能が集積する市街地としての再生を位置づ
けている。
 このような本地区のほぼ中心であり、町の玄関であるＪＲ矢吹駅前にあたる場所に、町のシンボルと
なり、多くの人を呼ぶことができるような施設を整備することは、本地区の活性化、中心商店街等の良
好な街並み形成、さらには本町のこれからのまちづくりにおいても重要な役割を果たす。
 したがって、ＪＲ矢吹駅東側にあり老朽化対策が急務となっている中央公民館の代わりとなり、地域住
民のほか、買い物客、さらには周辺に整備される災害復興公営住宅に居住する新住民の交流の場とな
る地域交流センターの整備が必要となっている。
利用見込み

ホール、会議室、集会室、展示室、視聴覚教室など



センター施設必要性（新規整備）センター施設必要性（新規整備）センター施設必要性（新規整備）センター施設必要性（新規整備） 様式5様式5様式5様式5

事業の熟度 建設 ○ 購入

都道府県 福島県 市町村 矢吹町

地区名 矢吹駅周辺地区

センター施設の名称 地域交流センター

事業費（百万円） 114.0 延べ床面積（㎡） 220

事業期間 H28～H31

年度計画(百万円) H27：6（用地補償）、H28：80（設計、建設）、H29：28（建設）

概略設計済

センター施設の概
要

全町民を対象とした子育て支援センター
構成要素：子育て支援センター

維持管理費（人件
費含む）

4,200千円/年

公共施設等総合管
理計画の策定

H27.12予定

子育て支援センター、事務スペースなど支援対象

必要性等

本地区は、古くから中心市街地として、本町の顔となり、町の発展を牽引してきた地区である。しかし、近年は社会
経済情勢の変化などから、まちの活気や賑わいが停滞していたところに、東日本大震災で大きな被害を受け、現
在は中心商店街にも多くの空地が残っている状態である。
 これに対して都市ＭＰなどでは、本地区の多様な都市機能が集積する市街地としての再生を位置づけている。
 このような本地区のほぼ中心であり、町の玄関であるＪＲ矢吹駅前にあたる場所に、本計画に基づき、町のシン
ボルとなり、地域住民と買い物客、災害復興公営住宅に居住する新住民などの交流の場としても機能する地域交
流センターを整備する。本交流センターは、本地区の活性化、中心商店街等の良好な街並み形成、さらには本町
のこれからのまちづくりにおいても重要な役割を果たす。
 人口減少が続き少子化への対応が急務となっている本町において、上記のような役割が期待される地域交流セ
ンター内では、より多くの利用も見込まれるため子育て支援センターを同時に整備することが重要である。

利用見込み

 立地場所が良く、多くの利用が想定される地域交流センター内に整備することで、子育て支援セン
ターの利用も多くあるものものと見込まれる。
 現在、保健センターには子育て支援センターがあるものの、高齢者施設（デイサービス）と併用してい
るため、手狭であり、利用希望に対して足りていない状況にある。地域交流センター内に整備されれ
ば、子育て中の親と施設を利用する多世代の方々との交流機会も増え、互いに癒し、生きがいの場とし
て利用される。

年間　　　　　　1,250　人


